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2021年10月，日立は，グローバルな社会イノベーション事業を通じた持続可能な
社会の実現をめざし，お客さまやパートナーとの協創に向けたきっかけ作りの場と
して，日立グループにおける最大規模のイベントである「Hitachi Social 
Innovation Forum 2021 JAPAN」を開催した。
通算で23回目となる本イベントは，前年に引き続き，Web上にて各種プログラム
に参加できるオンラインイベントとして開催され，基調講演では，東原敏昭執行
役会長兼CEOが，社会が現在直面している「環境問題」と「テクノロジーにおける
人間中心へのパラダイムシフト」に対して，日立の推進する社会インフラのDXが
どのように課題を解決し，持続可能な社会の実現に貢献するのかについて語った。

社会インフラのDXが実現する未来
持続可能な社会と創造的消費者

日立製作所 執行役会長 兼 CEO

東原 敏昭

REPORT

Hitachi Social Innovation Forum 2021 JAPAN
基調講演
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C h a p t e r1
皆さま，こんにちは。
日立製作所の東原です。
本日はご参加いただき，誠にありがとうございます。

今，私たちの社会は二つの大きな変化に直面してい
ます。

一つは「環境」です。
地球温暖化，大気汚染，海洋汚染，生物多様性の喪
失などの環境問題は，人間の活動がその原因と考えら
れています。

米国の生態学者，ギャレット・ハーディンは，
1968年『サイエンス』誌に「コモンズの悲劇」として，
牧草地の例を紹介しています。
ある男Aが，共有地である牧草地に牛を放牧します。
普段は，それほど牛を増やしませんが，別の男Bが
普段よりも多くの牛を放牧しました。
それを見て男Aもより多くの儲けを得るために，よ
り多くの牛を放牧，その様子を見た周りの人々もどん
どん牛を放牧して，結果的に牧草地は荒廃してしまい
ました。
これが，コモンズの悲劇です。
この牧草地の例を，地球規模に拡大させたのが，今
の環境問題です。
私たちは，このコモンズの悲劇を阻止するために，
世界中の叡智を結集しなければなりません。

もう一つ，私たちに起きている大きな変化は，「テ
クノロジーの変化」です。
通信，交通，物流，医療など，生活環境を取り巻く
あらゆるテクノロジーが猛烈な勢いで変化しています。

しかし，これら一つひとつの変化に目を奪われるの
ではなく，その中心に何があるのか，じっくりと見極
めたときに，一つの大きな変化が浮かび上がってき
ます。
それが，「テクノロジーにおける人間中心へのパラ
ダイムシフト」です。

高度成長期，経済を牽引してきたのは，「ものづく
りを中心とした企業」でした。
生産性の高い工場が，高性能・高品質の製品をつく
り，消費者に提供し，経済成長を支えました。

しかし，2000年代後半から，一社だけではお客さ
まのニーズを捉えることが難しくなり，「パートナー
企業との協創」により，価値を創り出す時代がスター
トしました。

そして，2020年以降，時代はさらに大きく変化し
つつあります。
従来の消費者と企業の間には，サービスを「提供す
る側」と「される側」という明確なラインがありました。

しかし，今はどうでしょうか。
YouTuber，Instagramerなどのソーシャルメディア

を楽しむ人々は，自分の活動のために多額の費用を投
じています。
彼らは消費者でしょうか。
それとも生産者でしょうか。
そうです，どちらでもありません。
このラインはもう意味を持たなくなってしまってい
ます。

彼らは消費者であり，生産者でもあるのです。
このような人々を，ここでは「創造的消費者」と呼
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ぶことにしましょう。
この創造的消費者の誕生こそが，テクノロジーにお
ける人間中心を意味します。
価値の起点が，ものづくり企業から企業同士の協創
へ，そして私たち人間へと，順に変化してきているの
です。

C h a p t e r2

今，私たちに課されている最大のミッションは，「限
りある環境の中で，この人間中心へのパラダイムシフ
トを実現できるか」ということです。
果たして私たちはこのミッションを無事に遂行する
ことができるのでしょうか。
そして，このミッションをやり遂げた未来は，どん
な姿をしているのでしょうか。

2030年には，限りある環境の中で，人間がテクノ
ロジーを意識することなく，ごく自然に使いこなしな
がら生活していることでしょう。
「環境」については，あらゆるサプライチェーンの
中で，エンドユーザーが消費するまでのすべてのCO2
の排出量が「追跡」されると予想されます。

日立では既に，設備やサービス単位での使用電力が
100％再生可能エネルギーであることを証明する
「Powered by Renewable Energy」というシステムを
運用しています。
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スマートメーターとブロックチェーン技術を活用
し，個々の建物や設備ごとの単位で，再生可能エネル
ギーがどの程度使用されているかを見える化します。
この技術が，より大規模に社会インフラとして機能
すれば，CO2削減に大きく貢献することができるはず
です。

日立は，日本企業として唯一，気候変動に関する国
際会議「COP26」のプリンシパル・パートナーになっ
ています。
これはテクノロジーの力で気候変動を防ぐイノベー
ターになる，という強い意思を示すものです。

私たち日立は，「2030年度に自社の事業所・生産活
動においてカーボンニュートラルを実現する」という
目標を掲げ，国連が推進する「レース・トゥ・ゼロ・キャ
ンペーン」にも参画しています。
さらに，2050年度にはサプライヤからの調達やお
客さまによる使用を含めた「バリューチェーン全体で
のカーボンニュートラル」の実現をめざします。 

もう一つの大きな変化，「人間中心へのパラダイム
シフト」ではどのようなことが起こっているのでしょ
うか。
例えば，レストランなどでは，メニューにはない食
事を，CO2排出量や個人の好みを踏まえてロボットが
つくっているかもしれません。そうすれば，メニュー
にはない変わった食事をオーダーすることもできるよ
うになります。

鉄道運行管理システム，オーストラリア・シドニーの路線データを活用した実証
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あるものの中から選ぶのではなく，消費者が起点と
なって発注者になるような消費スタイルが，創造的消
費です。
消費者が創造的消費者へと変化する場面は，今後，
ネット上だけでなく，より広範に見られるようになっ
ていくでしょう。

そして，人間中心は，あらゆる人にとって優しい社
会を実現します。
デジタルデバイスを使いこなせないことが，大きな
格差につながっている，という報告があります。
しかし，さりげなく自然なやり取りの中で情報にア
クセスできれば，デジタルディバイドの問題も自然と
解決していくはずです。
「誰ひとり取り残さない」，そんな社会をテクノロ
ジーの力で実現していくことができるはずです。

人間中心へのパラダイムシフトには，創造的消費を
支援するほかにも重要なことが二つあります。

その一つが「レジリエンス」です。
私たちの社会は，人流，物流，金融の流れが途切れ
たとき，大きなダメージを受けます。
そんなときに，重要になるのがレジリエンスです。
この止まった流れをいち早く回復することで，ダ
メージを最小限に抑え込むのです。

例えば，鉄道です。
鉄道の運行においては，災害や事故が発生した際に，

より迅速に運行を再開し，ダイヤを回復させることが
重要です。
実は，私自身も入社以来，鉄道運行管理システムの
開発に携わってきたのですが，日立は長年にわたり，
トラブル発生後，ダイヤを正常に戻すための時間を短
縮するシステムを開発・提供してきました。

現在では，指令員が過去に行った運転整理をAI
（Artifi cial Intelligence）に学習させ，車両の未来の運
行状況を予測することで，ダイヤ乱れの回復を自動化
するシステムの開発に取り組んでいます。
「未来予測型AIを活用したダイヤ回復の自動化」
です。
既に，オーストラリア・シドニーの路線データを活
用した実証では，10秒程度で最適なダイヤ変更計画
を立案することができました。

もう一つは，「健康」です。
2030年までには再生医療が徐々に一般化すると考
えられます。
再生医療は，病気で失われた身体の機能や臓器を，
細胞を使って取り戻す医療ですが，現在，再生医療を
受けることは，まだまだハードルが高いのが現実です。
今後，より多くの人が適切な価格で再生医療を受け
られるようになるためには，高品質な細胞を安定的か
つ大量につくることが必要です。

日立は，大日本住友製薬，京都大学と共に国家プロ
ジェクトに参画し，iPS細胞の大量自動培養装置の実

iPS細胞の大量自動培養装置の実用化
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用化に向けた取り組みを進めました。
2020年度には，このプロジェクトで開発した装置

で培養された細胞が，パーキンソン病治療の臨床試験
に用いられるなど，大きな成果を出しつつあります。
2030年，私たちは限りある環境の中で，より充実

した人生を過ごしているはずです。
このような生活を実現するためには，社会インフラ
のデジタルトランスフォーメーション，DXが欠かせ
ません。

C h a p t e r3

社会インフラは極めて複雑・複合的で，DXを推進
することが，非常に難しい分野です。
しかし，私たち日立は，これらを実現することがで
きます。理由は三つあります。

一つ目は，日立がOT，IT，プロダクトという広範
な事業を，一社で手掛けている世界的にも珍しい企業
だということです。
社会インフラを手掛けるとき，必ずこの三つが関
わってきます。

二つ目が，Lumadaです。
Lumadaは，つながることで，より大きな価値を発

揮していきます。
サントリー食品インターナショナルでは，2019年

REPORT
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に国内の主要工場において，Lumadaを活用し，生産
能力や在庫状況，需要予測などを踏まえた生産計画の
立案を自動化しました。
効果検証の結果，従来は40時間かけていた業務を，
たったの1時間に短縮できることを確認しました。
さらに，2021年には，「サントリー天然水 北アルプ
ス信濃の森工場」において，生産ラインの機器に加え
て，調達・製造・品質管理・出荷などのITシステム
をつなげることで，工場経営および働き方のDXを加
速させるとともに，商品を1本ごとに管理するトレー
サビリティを実現し，これまで以上に「安心・安全」
に商品を提供できるようになりました。
このように，さまざまなデータがつながることで新
しい価値が生み出される，これがLumadaの拡張性
です。
Lumadaは，パートナーとのつながりも加速させて
います。
2020年11月にLumadaアライアンスプログラムを

ローンチしました。
多くの企業の皆さまにご参加いただき，協創を拡大
させています。
また2021年4月には，パートナーとよりつながる
ための拠点「Lumada Innovation Hub Tokyo」を開設
しました。
今後この拠点を活用して，皆さまとの協創をさらに
進めてまいります。
そして，Lumadaのグローバル展開の決め手として，
米国GlobalLogic社を買収しました。

サントリー食品インターナショナルとの協創
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GlobalLogic社は，２万人を超える従業員を擁し，
世界各地にデザインスタジオやエンジニアリングセン
ターを展開しています。
日立の持つ技術・ノウハウとの融合を図り，よりグ
ローバルにお客さまのDXを支援していきます。
2021年9月には「Lumada Innovation Hub Tokyo」

と，GlobalLogic社の米国・インド・ウクライナ・ポー
ランド・英国の5拠点をつないだ協創も開始してい
ます。
このように，Lumadaは，つながりの力で「人間中
心へのパラダイムシフト」を着々と前進させています。

最後の三つ目です。
これが最も大切なのですが，私たちには，この講演

Lumada Innovation Hub Tokyoを中心に進展するDX拠点連携

をご覧くださっている多くのパートナーさまがいらっ
しゃるということです。
社会インフラのDXは，一社ではできません。
これからの社会は企業と企業が協創し，そして消費
者とも一体となって，価値を創出していく時代です。
価値を生み出すには，皆さまの協力が不可欠です。
世界中の企業，政府・自治体，大学などが総力を挙
げて取り組まなければなりません。
ぜひ，皆さまのお力をお貸しください。
一緒に社会インフラのDXを実現し，限りある環境
の中で，誰ひとり取り残さない人間中心の新しい世界
を実現してまいりましょう。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


